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現
在
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
は
、
通
販
サ
イ
ト
の

「
あ
な
た
へ
の
お
す
す
め
」
機
能
や
、
ス
マ
ー
ト

ウ
ォ
ッ
チ
の
生
体
情
報
を
活
用
し
た
健
康
管
理
、

Ａ
Ｉ
検
索
な
ど
、
す
で
に
多
く
の
デ
ー
タ
や
Ａ
Ｉ

で
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
デ
ー
タ
や
Ａ
Ｉ
の
活
用
が

広
が
る
新
た
な
時
代
を
生
き
抜
く
た
め
に
は
、
文

系
・
理
系
を
問
わ
ず
、
リ
ス
ク
を
正
し
く
把
握
し

な
が
ら
適
切
に
技
術
を
活
用
す
る
「
デ
ー
タ
リ
テ

ラ
シ
ー
」
が
必
須
の
ス
キ
ル
で
す
。

全
学
部
2
年
次
必
修
科
目
『
デ
ー
タ
リ
テ
ラ

シ
ー
演
習
』
で
は
、「
社
会
に
出
た
と
き
、
本
当

に
役
に
立
つ
力
を
習
得
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
熱

い
想
い
の
も
と
、
一
人
ひ
と
り
の
理
解
度
に
合
わ

せ
た
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
心
強
い
の

が
、
受
講
生
を
丁
寧
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
先

輩
学
生
「Student Assistant

（SA

）」
の
存
在

で
す
。
実
習
中
に
行
き
詰
ま
っ
た
と
き
や
Ｐ
Ｃ
操

作
で
迷
っ
た
と
き
、
同
じ
学
生
の
目
線
か
ら
優
し

く
、
き
め
細
か
に
声
を
か
け
て
く
れ
ま
す
。
先
生
、

そ
し
て
頼
れ
る
先
輩
た
ち
が
チ
ー
ム
と
な
っ
て
、

受
講
生
一
人
ひ
と
り
の
「
で
き
た
！
」
を
全
力
で

応
援
し
ま
す
。

「文系×データ・AI」のかけ算で未来を拓く

センターの各教員は、それぞれ
異なった専門領域を持ちながら、
学生の皆さん一人ひとりに寄り
添ってサポートしています。コン
ピュータに苦手意識を持っている
人も、どうぞ安心して気軽に相談
してください。

情報処理教育
センター長

藤川 浩

　「数理・データサイエンス・AI 教育プログラム」認定
制度は、デジタル時代の「読み・書き・そろばん」と
もいえる数理・データサイエンス・AI に関する大学・
高等専門学校の教育プログラムのうち、一定の要件を
満たすものを文部科学大臣が認定し後押しする制度で
す。2026 年 2 月、本学の取り組みがリテラシーレベル
に認定されました（認定期間：2025 年 4 月 1 日〜 2030
年 3 月 31 日）。
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駿河台大学の「数理・データサイエンス・AI 教育プログラム」によって
身につけることができる能力

　本プログラムで開講する『データリテラシー演習』は、数
理・データサイエンス・AI に関する基礎的な知識やスキルの
習得を目標としています。身近な事例を手がかりに、データ・
AI を活用する価値やリスク、Excel を用いた初歩的なデータ分
析を学びます。
　授業は、事前に動画などで予習して授業に臨む「反転授業」
形式です。教室では、グループワークや実習など仲間と協力
しながら楽しく課題に取り組み考察を深める機会を設けます。
こうしたアクティブ・ラーニングを通じ、データ・AI を日常
生活やビジネスで前向きに活用できる人材を育成します。

「数式」ではなく「身近なギモン」から紐解く
文系のための学修プログラム

本学の情報処理教育センターは、2010 年の設置当初からアットホームで親身な学びの場を提供して

きました。学生の情報処理能力の向上および本学の数理・データサイエンス・AI 教育を推進するため、

2025 年度より基礎教育科目『データリテラシー演習』を開講し、2026 年 2 月に文部科学省「数理・デー

タサイエンス・AI 教育プログラム（リテラシーレベル）」に認定されました。

今回は、この授業の実態に迫ります。

データを分析する方法だけでなく、
AI を活用する際の考え方や注意点
についても学ぶことができました。
また、実際に自分で AI を活用し学
習をする授業だったため、理解し
やすく、とても有意義な授業でし
た。齋

さい

藤
とう

 凛
り

空
く

経済経営学部
2 年

情報処理教育セン
ターの詳しい情報は
上記二次元コードか
らご覧ください。

1. データ・AI による社会変化を自分事として捉え、興味関心を持って主体的に知識を習得し活用できる。
2. データ・AI の活用領域の広がりを理解し、その価値を具体的な事例を用いて説明できる。
3. データの収集、読み取り、分析ができ、適切な可視化手法を用いて他者に説明できる。
4. データ・AI 利活用に関するリスク・モラルの基礎知識を習得し、これらを適切に利活用できる。

▼ 授業を担当する情報処理教育センター教員
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CROS STALK
Sparkl

e

入
学
当
初
の
パ
ソ
コ
ン
ス
キ
ル
と
、
受

験
の
き
っ
か
け
は
何
で
す
か
？

榎
本　

私
は
パ
ソ
コ
ン
も
持
っ
て
お
ら
ず
、

高
校
の
情
報
の
授
業
で
多
少
触
っ
た
程
度
で
し

た
。
特
段
苦
手
と
い
う
わ
け
で
も
な
か
っ
た
の

で
す
が
、「
自
分
に
ど
こ
ま
で
で
き
る
か
な
？
」

と
い
う
フ
ラ
ッ
ト
な
状
態
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で

し
た
。
情
報
処
理
教
育
セ
ン
タ
ー
の
先
生
か
ら

学
内
受
験
や
受
験
料
補
助
制
度
の
話
を
聞
き
、

サ
ポ
ー
ト
が
手
厚
そ
う
だ
っ
た
の
で
「
最
初
の

一
歩
」
と
し
て
挑
戦
を
決
め
ま
し
た
。

毛
塚　

私
は
高
校
で
ビ
ジ
ネ
ス
科
に
在
籍
し

て
い
て
、E

xcel

やW
ord

は
あ
る
程
度
触
れ

て
い
ま
し
た
。
だ
か
ら
こ
そ
大
学
で
は
、
自
分

の
ス
キ
ル
を
「
資
格
」
と
い
う
客
観
的
な
形
で

証
明
し
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
し
た
。

清
水　

私
は
「
限
ら
れ
た
時
間
を
い
か
に
有

効
に
使
う
か
」
を
重
視
し
て
い
ま
し
た
。
Ｍ
Ｏ

Ｓ
に
早
期
合
格
す
れ
ば
、
秋
学
期
の
1
年
次
必

修
の
授
業
が
単
位
認
定
さ
れ
、自
分
の
時
間（
空

き
コ
マ
）
を
作
れ
ま
す
。
そ
の
時
間
を
他
の
活

動
に
充
て
た
い
と
い
う
、
前
向
き
な
「
先
取
り

学
習
」
の
つ
も
り
で
挑
戦
し
ま
し
た
。

３
人
と
もExcel

（
一
般
レ
ベ
ル
）
を
受

験
し
た
と
の
こ
と
で
す
が
、
具
体
的
な

勉
強
方
法
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

清
水　

私
は
情
報
処
理
教
育
セ
ン
タ
ー
の
パ

ソ
コ
ン
で
試
験
対
策
ソ
フ
ト
の
解
説
ア
ニ
メ
ー

シ
ョ
ン
を
見
な
が
ら
勉
強
し
ま
し
た
。
予
約
な

単位の先に見つけた「自分の武器」
学内で掴む MOS 合格

毛
け

塚
づか

 壮
そう

一
いち

朗
ろう

メディア情報学部 3 年

榎
えの

本
もと

 周
しゅう

助
すけ

メディア情報学部 2 年

清
し

水
みず

 優
ゆう

花
か

法学部 2 年

学内で実施されている MOS（マイクロソフト オフィス スペシャリスト）試験。
「MOS 世界学生大会 2025」日本代表選考進出・入賞、ゼロからのスキル習得、
戦略的な単位取得と、三者三様の目的で合格を手にしました。取材当日に初
めて顔を合わせた彼らですが、学内のサポートを最大限に活用した経験は共通
しています。それぞれの挑戦の軌跡と、未来への展望を語り合ってもらいました。
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し
で
い
つ
で
も
利
用
で
き
る
環
境
は
あ
り
が
た

か
っ
た
で
す
。
何
よ
り
、
自
分
が
受
け
た
い
時

に
い
つ
で
も
学
内
受
験
で
き
る
シ
ス
テ
ム
だ
っ

た
の
で
、
自
分
で
期
限
を
決
め
て
焦
ら
ず
に
取

り
組
め
た
の
が
良
か
っ
た
で
す
。

榎
本　

私
は
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
通
い
、
常

設
Ｐ
Ｃ
に
イ
ン
ス
ト
ー
ル
さ
れ
て
い
る
試
験
対

策
ソ
フ
ト
を
ひ
た
す
ら
反
復
し
ま
し
た
。
学
内

で
受
け
ら
れ
て
、
受
験
料
も
半
分
も
戻
っ
て
く

る
と
い
う
「
手
軽
さ
」
が
、
私
や
周
り
の
友
人

が
受
験
す
る
一
番
の
要
因
に
な
り
ま
し
た
。

毛
塚　

私
も
受
験
料
補
助
の
お
か
げ
で
、
気

楽
に
挑
戦
で
き
ま
し
た
。
私
は
大
学
内
だ
け
の

勉
強
だ
と
時
間
が
足
り
な
い
と
感
じ
た
の
で
、

同
じ
目
標
を
も
っ
た
友
人
を
誘
っ
て
本
屋
で
テ

キ
ス
ト
を
買
い
、
自
宅
で
も
対
策
が
で
き
る
よ

う
環
境
を
整
え
ま
し
た
。
大
学
で
も
自
宅
で
も

試
験
対
策
に
取
り
組
め
る
環
境
が
あ
っ
た
こ
と

が
、合
格
へ
の
自
信
に
繋
が
っ
た
と
思
い
ま
す
。

合
格
し
た
こ
と
で
ご
自
身
の
心
境
に
変

化
は
あ
り
ま
し
た
か
？ 

ま
た
、
実
際
の

授
業
や
課
題
で
、
そ
の
ス
キ
ル
が
役
立
っ

た
実
感
は
あ
り
ま
す
か
？

榎
本　

ま
ず
は
ホ
ッ
と
し
ま
し
た
。
自
分
で

立
て
た
目
標
を
達
成
で
き
た
と
い
う
プ
ロ
セ
ス

そ
の
も
の
が
、「
自
分
も
し
っ
か
り
結
果
が
出

せ
る
の
だ
」
と
い
う
大
き
な
自
信
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
プ
レ
ゼ
ン
資
料
を
作
る
際
、
説
得

力
を
上
げ
る
グ
ラ
フ
を
作
成
・
挿
入
す
る
こ
と

に
対
す
る
心
理
的
な
ハ
ー
ド
ル
が
圧
倒
的
に
下

が
り
ま
し
た
。W

ord

やPow
erPoint

な
ど
、

他
のO

ffice

製
品
と
操
作
が
共
通
し
て
い
る

部
分
が
あ
る
の
で
、
資
格
勉
強
を
通
じ
た
「
慣

れ
」
が
、
今
の
課
題
制
作
全
体
に
活
き
て
い
る

と
感
じ
ま
す
。

毛
塚　

私
は
今
回E

xcel

（
一
般
レ
ベ
ル
）
で

満
点
合
格
し
、
全
国
の
上
位
20
人
に
選
ば
れ
、

「
Ｍ
Ｏ
Ｓ
世
界
学
生
大
会
２
０
２
５
」
の
国
内

選
考
で
入
賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
大
学

生
活
の
ス
タ
ー
ト
で
、
全
国
レ
ベ
ル
の
明
確
な

実
績
を
残
せ
た
こ
と
は
大
き
な
誇
り
で
す
。
ま

た
、
昨
年
の
「
デ
ー
タ
リ
テ
ラ
シ
ー
演
習
」
の

授
業
で
、
国
勢
調
査
の
デ
ー
タ
を
ま
と
め
て
グ

ル
ー
プ
発
表
す
る
課
題
が
あ
り
ま
し
た
。
私
が

資
格
を
持
っ
て
い
る
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
た
の

で
、
班
の
中
で
資
料
作
成
を
一
手
に
引
き
受
け

る
こ
と
に
な
っ
た
ん
で
す
。
先
生
と
相
談
し
な

が
ら
で
は
あ
り
ま
す
が
、
ス
ム
ー
ズ
に
作
成
す

る
こ
と
が
で
き
、
実
用
的
な
強
み
が
身
に
つ
い

た
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

清
水　

私
は
こ
れ
ま
で
資
格
と
呼
べ
る
も
の
が

な
か
っ
た
の
で
、
自
分
の
武
器
が
一
つ
で
き
た

の
は
良
か
っ
た
で
す
。
自
分
の
強
み
を
客
観
的

に
示
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。 

培
っ
た
ス
キ
ル
を
将
来
ど
う
活
か
し
た

い
で
す
か
？

清
水　

学
内
で
完
結
で
き
る
仕
組
み
の
お
か

げ
で
、自
分
の
ペ
ー
ス
で
基
礎
を
作
れ
ま
し
た
。

こ
れ
が
社
会
に
出
た
時
の
ス
ム
ー
ズ
な
滑
り
出

し
に
繋
が
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

毛
塚　

就
職
活
動
で
、
企
業
か
ら
「
何
か
資

格
を
持
っ
て
い
ま
す
か
？
」
と
聞
か
れ
た
時
、

基
礎
レ
ベ
ル
だ
け
だ
と
正
直
引
け
目
を
感
じ
て

し
ま
う
と
思
い
ま
す
。
ど
う
せ
な
ら
、
在
学
中

に
全
科
目
で
「
上
級
レ
ベ
ル
」
ま
で
取
り
た
い

で
す
。
た
だ
、
業
務
内
容
や
実
際
に
操
作
す
る

人
に
よ
っ
て
使
い
や
す
さ
は
異
な
る
と
思
う
の

で
、
全
て
を
完
璧
に
覚
え
て
使
い
こ
な
す
と
い

う
よ
り
は
、新
し
い
技
術
も
習
得
し
や
す
い「
基

盤
」
を
作
っ
て
お
く
イ
メ
ー
ジ
で
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

榎
本　

入
社
後
、
教
育
係
の
方
の
手
を
少
し

で
も
煩
わ
せ
る
こ
と
な
く
、
ス
ム
ー
ズ
に
業
務

に
入
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
正
直
、
こ
の

資
格
は
ビ
ジ
ネ
ス
シ
ー
ン
に
お
け
る
「
基
礎
の

基
礎
」な
の
で
、こ
の
資
格
が
あ
る
か
ら
と
い
っ

て
何
と
で
も
な
る
と
は
思
い
ま
せ
ん
。で
す
が
、

こ
の
基
礎
の
有
無
で
作
業
効
率
は
格
段
に
変
わ

る
は
ず
で
す
し
、
信
用
を
得
る
た
め
の
確
か
な

足
掛
か
り
に
な
れ
ば
嬉
し
い
で
す
。

最
後
に
、
資
格
挑
戦
を
迷
っ
て
い
る
後
輩

た
ち
へ
ア
ド
バ
イ
ス
を
お
願
い
し
ま
す
。

清
水　

勉
強
の
支
援
、
受
験
、
受
験
料
補
助
ま

で
学
内
で
完
結
し
て
い
る
環
境
は
、
本
当
に
素

晴
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。
興
味
が
あ
る
な
ら
一

歩
踏
み
出
し
て
み
て
損
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

毛
塚　

大
学
に
は
、
失
敗
を
恐
れ
ず
何
度
も

練
習
で
き
る
場
が
あ
る
の
で
、
そ
こ
で
、
自
分

の
苦
手
な
と
こ
ろ
を
見
つ
け
る
こ
と
も
大
切
だ

と
思
い
ま
す
。
安
心
し
て
ど
ん
ど
ん
壁
に
ぶ
つ

か
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

榎
本　

Ｍ
Ｏ
Ｓ
は
成
功
体
験
を
得
る
た
め
の

「
入
り
口
」
と
し
て
最
適
で
す
。
こ
こ
で
の
合

格
が
自
信
に
な
り
、
次
の
新
し
い
挑
戦
へ
の
流

れ
を
作
っ
て
く
れ
る
は
ず
で
す
。
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34.4%

4.1%

10.1%

51.4%
有形固定資産

特定資産

その他の固定資産

流動資産

94.2%

3.6%

2.2%
固定負債

流動負債

純資産（基本金＋繰越収支差額）

事業活動収入・支出は、当該年度の教育活動、教育外活動、特殊な要因によって発生した臨時的な活動に
対応する事業活動収入及び事業活動支出の内容を明らかにするものであり、貸借対照表は、年度末での財産
状態を表しています。

事業活動収入合計（教育活動収入、教育活動外収入及び特別収入の合計）は58億5,667万円とな
り、前年度比で2億933万円の増加となりました。主な増加要因としましては、修学支援新制度の対象
者増による補助金収入の増加が挙げられます。

事業活動支出合計（教育活動支出、教育活動外支出及び特別支出の合計）は53億3,330円で、前
年度比で3億9,231万円増加しました。主な増加要因としましては、修学支援新制度の対象者増に
よる教育研究経費の増加が挙げられます。
事業活動収入から事業活動支出を差し引いた基本金組入前当年度収支差額は5億2,337万円の収
入超過となりました。

資産は2025年度に購入した有価証券の計上を主な要因として、前年度より3億1,997万円増加し、
377億4,796万円となりました。
負債総額（固定負債、流動負債の合計）は学費徴収方法の変更により、2026年度新入生の前受金が
減少したのを主な要因として、前年度より2億340万円減少し、22億848万円となりました。負債総額
の総資産に対する総負債比率（小さい値ほど良い）は5.9%で、「今日の私学財政（日本私立学校振
興・共済事業団発行）」の令和6年度の大学法人全体（医学部・歯学部系法人を除く）の平均11.6%
を下回っており、負債の少ない財政状況を示しています。
資産総額から負債総額を差し引いた「純資産」は前年度より5億2,337万円増加し、355億3,948万円
になりました。

Financia l  Report  2025
2025年度（令和7年度）決算

学校法人駿河台大学の財務状況

事業活動収入貸借対照表

事業活動支出

377.48億円

資産 負債・純資産

学校法人は、財務情報の公開を行うことが義務付けられています。また私立学校の収入源が学生生徒等納付金や国

及び地方自治体の補助金などで賄われていることから、広く大学の経営環境に対する理解を得るために、透明性の

確保に努めなければなりません。

本学では、ホームページにおいて財務諸表を始め事業計画書及び事業報告書を積極的に公開しています。ここでは

2025（令和 7）年度の決算についてグラフを用いて公開します。公開により、学校法人としての公共性を高め、さらに今

後の本学の発展につなげていきたいと考えています。

財務部財務課

駿河台大学 財務状況公開ページ
https://www.surugadai.ac.jp/about/finance.html

その他の支出

管理経費

教育研究経費
人件費

40.9%
46.8%

3.0%

9.3%

事業活動支出計

53.3億円

その他の収入

経常費等補助金

寄付金

手数料

学生生徒等納付金

74.9%

1.1%

0.5%

15.4%

8.1%

事業活動収入計

58.6億円
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その他の活動、最新情報は大学HPやXで更新しています。
ぜひご覧ください。

公式X公式HP

駿河台大学の活動報告 activity report

入間市の愛宕神社で行われた「おとうろうまつり」に、
授業「まちづくり実践」の履修者や野球部・ラグビー
部の学生延べ 70 名以上が参加しました。学生たちは
山車曳き等の活動に携わり、地域の方々からお祭りに
活気を与えてくれたと感謝の声が寄せられました。地
域の文化に触れ地域の方々と交流する中で、コミュニ
ケーション能力や協働する力を養う貴重な経験を得る
ことができたようです。

入間市おとうろう祭りに本学学生が参加
2026年4月18日・19日

メディアセンター 1 階エントランスギャラリーにて、
マクロ写真家である熊崎政利氏の写真展が開催され
ました。飯能市にも息づく小さな生命体「変形菌」を
マクロレンズで捉えた作品が展示され、肉眼では見え
にくいほど精緻で不思議な世界が広がりました。神秘
的な自然の造形美を間近に感じられる貴重な機会とな
り、多くの来館者を魅了しました。

変形菌の写真展示会を開催
2026年4月30日～6月27日

教育実習を間近に控えた 4 年次生 80 名を対象に「2026
年度 教育実習直前指導」を開催しました。教職課程
を担当する教員も同席し、実習校でのマナーや生徒と
の向き合い方について実践的なアドバイスを行いまし
た。先生方からの温かく熱い激励のメッセージを受け、
学生たちは実習生としての心構えを再確認し、緊張感
と期待を高めていました。実習校での経験を通じた学
生たちの大きな成長が期待されます。

2026年度 教育実習直前指導を開催
2026年4月30日

昨年度に引き続き、フィンテック グローバル株式会社
との産学連携事業が始動し、メディア情報学部の学生
たちが、メッツァで開催された「はんのう夏至祭」の
撮影に挑みました。5 月 22 日のロケハンを皮切りに、
6 月 21 日までの計 8 日間、広大なエリアを駆け巡り無
事に撮影をやり遂げました。完成した映像は 8 月に本
学の公式 YouTube チャンネルにて公開予定ですので、
どうぞご期待ください。

メディア情報学部の学生が「はんのう夏至祭」に密着
2026年6月21日
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その他の活動、最新情報は大学HPやXで更新しています。
ぜひご覧ください。

公式X公式HP

駿河台大学の活動報告 activity report

地震を想定した防災訓練を実施し、その一環としてシ
ダックスコントラクトフードサービス株式会社の協力
のもと炊き出しメニューの販売を行いました。災害時
に提供される食事のボリューム感を再現し、災害時の
食事について考えることを目的とした企画です。参加
した学生からは「1 食の量が少ないことを実感した」「備
蓄の大切さを学んだ」等の声が寄せられ、防災意識を
高める貴重な機会となりました。

防災への取組として食体験を実施
2026年5月27日

外国人留学生を対象とした「民間奨学金合格体験談」
が初めて開催されました。民間奨学金に採用された留
学生 2 名が発案・登壇し、中国やベトナムなどを出身と
する留学生が 10 名以上参加をしました。登壇者は学業
とアルバイトの両立や、学内外の国際交流活動へ参加
する重要性について語り、「やらない後悔よりやる挑戦」
という力強いメッセージを伝えました。参加者にとって
も大いに刺激を受ける有意義な時間となりました。

外国人留学生向け民間奨学金合格体験談を開催
2026年6月2日

学生のタイピング能力向上を図ることを目的に、「タイ
ピングコンテスト」を実施いたしました。開催期間中
は 1 年生から 4 年生まで学年問わず、多くの学生の参
加がありました。コンテストで上位に入賞した学生に
は賞品が贈呈され、その入賞者の中でさらなる頂点を
決める「王者決定戦」も併せて実施いたしました。激
戦をくぐり抜け、見事優勝を掴み取った王者には、ト
ロフィーと目録が贈呈されました。

タイピングコンテスト開催
2026年6月15日～6月26日

飯能市が進める緊急財政対策に伴う事業見直しにより、
行政主導による当大会の休止が決定していましたが、
市民や陸上関係者からの強い要望に応える形で、民間
主導で再開されることになりました。大会会長には山﨑
志保理事長、大会実行委員長には狐塚賢一郎教授が就
任します。また、事務局長は、本学駅伝部ＯＢの髙橋
亮磨さんが務めます。新たな運営体制で引き継ぐ第 25
回大会は、2027 年 1 月 31 日（日）に開催予定です。

「奥むさし駅伝競走大会」本学理事長が会長就任
2026年5月27日
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神奈川県出身。高校時代までコーチとして支えた父の言葉と兄弟への憧

れを自分の力に変えた。葛藤の末に真の挑戦者へと変貌を遂げ、在学中

の五輪出場とメダル獲得を狙う、本学期待の超新星。

スポーツ科学部 1 年　齋
さい

藤
とう

　徹
てっ

平
ぺい

 選手
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法学部 ４年  奥山桃花（陸上競技部）

経済経営学部 ４年  山﨑翔太（男子ホッケー部）

スポーツ科学部 ４年  石月七星（女子ホッケー部）　 3 年  今川亮汰（カヌー部［スラローム］）　 2 年  辻来空（陸上競技部）

2026年度 表彰学生発表

法学部

最優秀奨学生 ４年  小林涼音　 3 年  篠田祥太　 2 年  1 名

優秀奨学生
４年  白石湖子　竹花治翔　引間哀斗　貫井萌絵　他 2 名
3 年  田中善大　梅田智広　後藤魁杜　新海美樹　髙橋果穂　矢部希莉弥
2 年  平川友稀　遠藤媛俐　島田力　室谷天弥　他 2 名

経済経営学部

最優秀奨学生 ４年  奥田啓冴　 3 年  佐久間彩那　 2 年  井上智哉　佐藤俊治

優秀奨学生
４年  小田悠翔　野澤湧弥　伊藤里是　倉島かえで　野本泰生　他 1 名
3 年  NGO CHI HIEN　櫻井蒼生　佐々木大夢　岩井健太　林大晟　熊本吉希
2 年  浅野凌雅　翁悠月　MONGOLKHUU UNDRAKH　YANG FAN　髙橋燦太

メディア情報学部

最優秀奨学生 ４年  菅野結　 3 年  飯村文美　 2 年  伊藤美月

優秀奨学生
４年  藤原世望　山﨑可南子　森谷佑海　小山優子　西貝和佳奈　藤森啓介
3 年  岩﨑夕津夏　青木咲英　小澤彩加　板垣花菜　他 2 名
2 年  越中小梅　榎本周助　五十嵐和心　小坂奏愛音　司田敦也　根岸紗弥　他 1 名

スポーツ科学部

最優秀奨学生 ４年  髙橋侑大　 3 年  米谷匠未　 2 年  1 名

優秀奨学生
４年  大野怜旺　菅原優　熊倉菜々美　林秀紀　黒川心羽　杉田凌馬
3 年  宮本姫佳　青戸美久理　大脇知也　三上琴乃　他２名
2 年  喜多川実瑚　峯岸維吹　香川穂乃佳　武田仙之介　金澤勇人　持田遥斗

心理学部

最優秀奨学生 ４年  田中完武　 3 年  菅野理世　 2 年  桑野祐希

優秀奨学生
４年  石谷紗恵子　神戸遥　服部桐也　清水風優人　三上詩織　他 1 名
3 年  西巻春菜　安田夢果　岩田蒼　東遼太朗　佐藤洋斗　加藤穂花
2 年  齋藤寿珠　大槻虎琉　他 4 名

●学業成績優秀奨学生 前年度までの学業成績及び人物が特に優れている学生に対し奨学金を給付する制度です。

法学部 団体  法学部女子会　法律相談部　松平ゼミ　選挙サポーター　笹岡ゼミ「A チーム」　 3 年  新海美樹

経済経営学部 ４年  上床重隆　栗山沙月　丸毛萌愛　 3 年  長田煌世　 2 年  菊地真優　日髙夏芽

メディア情報学部
４年  井田慎太郎　善財才稀　田中愛斗　中西胡桃　長嶺里沙　服部彩希　増茂聖　矢澤未久翔
	 渡辺彩夏　 3 年  上野桃佳　佐俣琉貴　 2 年  田島杏菜

スポーツ科学部

４年  青山立華　磯間翔太　江原諄　大島幹太　亀田健太郎　熊倉菜々美　神津陽向
	 後藤田陸　小栁陸斗　小山凌太朗　坂本陽斗　柴崎幹也　鈴木乎太郎　鈴木飛雄馬　髙田星真
	 武末陸　濱田大志　舟生靖菜　松本隼　宮﨑翔空　村井太樹　森田澪耀　山下陽生　他 1 名
3 年  石塚心羽　河渕大飛　佐竹勇人　佐藤晴基　出沖駿太　 2 年  江口世渉　中村英志　山口碧流

心理学部 ４年  高木雄生　渡邉星河　 3 年  黒﨑友馨　藤枝幸希　 2 年  唐木航大　他 1 名

●学部長賞 課外活動等において顕著な活動をした学生・学生団体、 前年度までの学業成績が優秀な学生が表彰されます。

●スポーツ年間特待生 スポーツ競技成績及び人物が特に優れている学生に対し奨学金を給付する制度です。
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学業とサークル活動を両立して成長している
学生を紹介します。
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「
Ｄ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
」に
所
属
し
た
き
っ
か
け
は
何
で
す

か
？

　

四
月
祭
の
ブ
ー
ス
で
チ
ラ
シ
を
も
ら
い
、
体

験
会
に
参
加
し
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。
元
々

ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
や
Ｔ
Ｒ
Ｐ
Ｇ
（
テ
ー
ブ
ル
ト
ー

ク
Ｒ
Ｐ
Ｇ
）
に
興
味
が
あ
り
ま
し
た
が
、
何
よ

り
会
場
に
い
た
先
輩
た
ち
の
雰
囲
気
が
自
分
に

似
て
い
る
と
感
じ
、「
こ
こ
な
ら
単
純
に
楽
し

め
そ
う
」
と
直
感
し
た
こ
と
が
入
会
の
決
め
手

に
な
り
ま
し
た
。

ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
か
？

　

週
に
3
回
、
学
内
の
教
室
を
借
り
て
ボ
ー
ド

ゲ
ー
ム
を
楽
し
ん
だ
り
、
学
部
を
超
え
た
仲
間

と
の
交
流
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
Ｄ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
は

創
作
系
サ
ー
ク
ル
と
し
て
の
側
面
も
あ
り
、
絵

や
小
説
、
ゲ
ー
ム
の
シ
ナ
リ
オ
な
ど
、
メ
ン

バ
ー
の
自
作
の
作
品
を
持
ち
寄
り
、
学
園
祭
で

展
示
す
る
「
サ
ー
ク
ル
誌
」
を
一
冊
の
本
に
ま

と
め
て
制
作
し
て
い
ま
す
。
特
に
Ｔ
Ｒ
Ｐ
Ｇ
で

は
、
自
分
た
ち
で
一
か
ら
考
案
し
た
オ
リ
ジ
ナ

ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
演
じ
な
が
ら
物
語
を
進
め

て
い
く
と
い
う
、
対
面
な
ら
で
は
の
面
白
さ
を

共
有
し
て
い
ま
す
。

大
学
で
の
学
び
が
サ
ー
ク
ル
活
動
に
活
か
さ
れ

た
瞬
間
は
あ
り
ま
す
か
？

　

メ
デ
ィ
ア
情
報
学
部
の 

授
業
で
学
ん
だ
技
術

が
、
サ
ー
ク
ル
で
の
円
滑
な
交
流
に
直
結
し
て

い
ま
す
。「
テ
ク
ニ
カ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
基
礎
」
で
学
ん
だ
、
相
手
に
分
か
り
や
す
く

伝
え
る
た
め
の
情
報
の
優
先
順
位
付
け
は
、
初

め
て
ゲ
ー
ム
に
触
れ
る
人
に
ル
ー
ル
を
説
明
す

る
際
に
非
常
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
知

覚
・
認
知
心
理
学
」
で
学
ん
だ
、
人
に
よ
っ
て

も
の
の
見
え
方
や
感
じ
方
が
異
な
る
と
い
う
視

点
は
、
カ
ー
ド
の
イ
ラ
ス
ト
を
誰
に
で
も
伝
わ

る
言
葉
で
説
明
す
る
際
に
応
用
で
き
て
い
ま

す
。

サ
ー
ク
ル
活
動
を
通
じ
て
成
長
を
感
じ
た
こ
と

は
あ
り
ま
す
か
？

　

高
校
時
代
ま
で
は
人
と
話
す
の
が
あ
ま
り
得

意
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
Ｄ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
で

多
様
な
学
部
の
仲
間
と
過
ご
す
う
ち
に
、
今
で

は
自
分
か
ら
「
遊
び
に
行
こ
う
」
と
誘
え
る
ほ

ど
社
交
的
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
サ
ー
ク
ル
は

「
来
た
い
時
に
来
れ
ば
い
い
」
と
い
う
温
か
い

雰
囲
気
が
あ
り
、
私
に
と
っ
て
大
切
な
「
居
場

所
」
で
す
。
人
と
の
接
し
方
や
向
き
合
い
方
を

変
え
る
き
っ
か
け
を
く
れ
た
こ
の
場
所
に
、
と

て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

今
後
の
目
標
は
何
で
す
か
？

　

今
後
は
、
ま
だ
知
ら
な
い
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
の

世
界
に
触
れ
、
新
し
い
知
識
を
ど
ん
ど
ん
吸
収

し
て
い
く
と
と
も
に
、
サ
ー
ク
ル
の
仲
間
と
学

外
で
の
旅
行
な
ど
、
新
し
い
活
動
に
も
挑
戦
し

て
い
く
計
画
で
す
。

　

サ
ー
ク
ル
活
動
で
培
っ
た
「
相
手
の
意
見
に

耳
を
傾
け
る
協
調
性
」
を
活
か
し
、
将
来
は
多

様
な
価
値
観
を
ま
と
め
上
げ
、
周
囲
と
協
力
し

て
一
つ
の
も
の
を
作
り
上
げ
ら
れ
る
社
会
人
を

目
指
し
ま
す
。

DICE（ボードゲーム・TRPG・創作活動）× 牧田 七海さん［メディア情報学部・2 年］


